
(57)【要約】　　　（修正有）

【課題】　上下・左右に自由に展開できる什器を提供す

ることにより、設置場所の制限や商品陳列上のデザイン

性に合わせ什器を設置できるようにする。

【解決手段】支柱部１とその下端に脚部２が一体化され

、それぞれ左右側面に取付孔３ｄが左右対称に形成され

ていると共に、支柱部１の取付孔３ｄは上下に一定のピ

ッチで３個以上形成してある柱部材と、前記支柱部１の

取付孔３ｄと同じピッチ又はその整数倍の上下間隔で取

付孔３ｄが複数形成され、前記支柱部１の側面から背面

にわたる外形に沿う取付面を有すると共に、支柱部１の

背面に当たるリブ部３ａの突出量を支柱部１の幅の半分

以下にしてある２枚の同形フランジ部３ａがそのリブ部

３ａを背部にし取付面を外側に向けてバックパネル３本

体の左右両側に一体化されたバックパネル３とからなる

ことを特徴とする。

【選択図】図１
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 柱 部 材 と バ ッ ク パ ネ ル と か ら な る 商 品 陳 列 用 に 設 置 さ れ る 組 立 て 式 什 器 用 の ユ ニ ッ ト に
お い て 、 支 柱 部 と そ の 下 端 に 脚 部 が 一 体 化 さ れ 、 そ れ ぞ れ 左 右 側 面 に 取 付 孔 が 左 右 対 称 に
形 成 さ れ て い る と 共 に 、 支 柱 部 の 取 付 孔 は 上 下 に 一 定 の ピ ッ チ で ３ 個 以 上 形 成 し て あ る 柱
部 材 と 、 前 記 支 柱 部 の 取 付 孔 と 同 じ ピ ッ チ 又 は そ の 整 数 倍 の 上 下 間 隔 で 取 付 孔 が 複 数 形 成
さ れ 、 前 記 支 柱 部 の 側 面 か ら 背 面 に わ た る 外 形 に 沿 う 取 付 面 を 有 す る と 共 に 、 支 柱 部 の 背
面 に 当 た る リ ブ 部 の 突 出 量 を 支 柱 部 の 幅 の 半 分 以 下 に し て あ る ２ 枚 の 同 形 フ ラ ン ジ 部 が そ
の リ ブ 部 を 背 部 に し 取 付 面 を 外 側 に 向 け て バ ッ ク パ ネ ル 本 体 の 左 右 両 側 に 一 体 化 さ れ た バ
ッ ク パ ネ ル と か ら な る こ と を 特 徴 と す る 組 立 て 式 什 器 用 の ユ ニ ッ ト
【 請 求 項 ２ 】
　 請 求 項 １ 又 は ２ に 記 載 の 組 立 て 式 什 器 用 の ユ ニ ッ ト に お い て 、 バ ッ ク パ ネ ル の 支 柱 部 側
面 へ の 当 接 面 間 隔 と 同 じ 幅 を 持 ち 、 左 右 に 前 記 脚 部 の 取 付 け 用 孔 に 適 合 す る 取 付 孔 を 有 す
る 左 右 対 称 形 の 脚 部 連 結 具 が 追 加 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る 組 立 て 式 什 器 用 の ユ ニ ッ ト
【 請 求 項 ３ 】
　 請 求 項 １ に 記 載 の 組 立 て 式 什 器 用 の ユ ニ ッ ト に お い て 、 前 記 バ ッ ク パ ネ ル の 幅 は 、 建 築
物 の 壁 面 基 準 幅 寸 法 の 略 整 数 分 の １ に 設 定 し て あ る こ と を 特 徴 と す る 組 立 て 式 什 器 用 の ユ
ニ ッ ト
【 請 求 項 ４ 】
　 請 求 項 １ か ら ３ の 何 れ か に 記 載 の 組 立 て 式 什 器 用 の ユ ニ ッ ト に 追 加 す る 延 長 用 支 柱 部 材
で あ っ て 、 下 端 に 前 記 支 柱 部 上 端 へ の 接 合 具 が 設 け ら れ て い て 、 左 右 側 面 に 取 付 孔 が 形 成
さ れ て い る と 共 に 、 前 記 支 柱 部 に 接 合 し た 状 態 で 、 そ の 最 下 端 の 取 付 孔 と 支 柱 部 の 最 上 端
の 取 付 孔 と の 上 下 間 隔 が 支 柱 部 の 取 付 孔 間 隔 と 同 じ と な る よ う に 設 定 し て あ る こ と を 特 徴
と す る 組 立 て 式 什 器 用 の ユ ニ ッ ト に 追 加 す る 延 長 用 支 柱 部 材
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 柱 部 材 と バ ッ ク パ ネ ル と か ら な る 商 品 陣 列 用 に 設 置 さ れ る 組 立 て 式 什 器 に 関
し 、 設 置 場 所 に て 容 易 に 組 み 立 て が 出 来 る よ う に し た も の に 関 す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 従 来 よ り 特 開 ２ ０ ０ ４ － ２ ０ ２ ０ ６ ６ 、 特 開 ２ ０ ０ ３ － １ １ ６ ６ ８ ２ 公 報 に 示 さ れ て い
る よ う に 、 設 置 場 所 に て 容 易 に 組 み 立 て が 出 来 る よ う に し た 什 器 が 知 ら れ て い る 。
　 こ れ ら は 、 設 置 場 所 へ 搬 入 と 組 立 て の 容 易 性 並 び に 組 立 て 後 の 強 度 な ど を 配 慮 し て 構 成
さ れ て お り 、 組 立 て 後 の 形 状 は 定 め ら れ た 一 定 の も の で し か な か っ た 。
　 こ の た め 商 品 陳 列 方 法 や 設 置 場 所 の 形 状 な ど に あ わ せ る に は 、 当 該 什 器 に 組 み 付 け る 棚
板 の 配 置 、 複 数 の 什 器 の 組 み 合 わ せ 等 に よ る し か な か っ た 。
　 こ の よ う な 従 来 の 什 器 で は 、 多 種 多 様 に 異 な る 設 置 場 所 に 対 応 し な が ら 商 品 陳 列 の デ ザ
イ ン 性 を 確 保 す る よ う な こ と が で き な い と い う 問 題 が あ っ た 。
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ３ 】
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 本 発 明 は こ の よ う な 実 情 に 鑑 み 、 上 下 ・ 左 右 に 自 由 に 展 開 で き る 什 器 を 提 供 す る こ と に
よ り 、 設 置 場 所 の 制 限 や 商 品 陳 列 上 の デ ザ イ ン 性 に 合 わ せ 什 器 を 設 置 で き る よ う に す る こ
と を 目 的 と す る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 上 記 目 的 を 達 成 す る た め 、 本 発 明 の 組 立 て 式 什 器 用 の ユ ニ ッ ト は 、 支 柱 部 と そ の 下 端 に
脚 部 が 一 体 化 さ れ 、 そ れ ぞ れ 左 右 側 面 に 取 付 孔 が 左 右 対 称 に 形 成 さ れ て い る と 共 に 、 支 柱

10

20

30

40

50

(2) JP 2006-187367 A 2006.7.20



部 の 取 付 孔 は 上 下 に 一 定 の ピ ッ チ で ３ 個 以 上 形 成 し て あ る 柱 部 材 と 、 前 記 支 柱 部 の 取 付 孔
と 同 じ ピ ッ チ 又 は そ の 整 数 倍 の 上 下 間 隔 で 取 付 孔 が 複 数 形 成 さ れ 、 前 記 支 柱 部 の 側 面 か ら
背 面 に わ た る 外 形 に 沿 う 取 付 面 を 有 す る と 共 に 、 支 柱 部 の 背 面 に 当 た る リ ブ 部 の 突 出 量 を
支 柱 部 の 幅 の 半 分 以 下 に し て あ る ２ 枚 の 同 形 フ ラ ン ジ 部 が そ の リ ブ 部 を 背 部 に し 取 付 面 を
外 側 に 向 け て バ ッ ク パ ネ ル 本 体 の 左 右 両 側 に 一 体 化 さ れ た バ ッ ク パ ネ ル と か ら な る こ と を
特 徴 と す る 構 成 を 採 用 し た 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 上 記 構 成 に よ り 最 小 限 は ２ 本 の 柱 部 材 と １ 本 の バ ッ ク パ ネ ル に よ り 構 成 で き る が 、 左 右
に 展 開 す る 場 合 は 、 柱 部 材 と バ ッ ク パ ネ ル を １ 本 づ つ を 一 組 と し て 必 要 な 組 数 を 追 加 す る
の み で 展 開 が 可 能 で あ る 。
　 つ ま り 左 右 に 展 開 し た 場 合 に で も ２ 本 の 柱 が 隣 接 す る よ う な こ と は な く 、 あ た か も そ の
設 置 場 所 に あ わ せ た 什 器 を 特 注 し た よ う な 外 観 を 保 持 で き る も の で あ る 。 ま た こ の よ う に
す る こ と で 什 器 の 支 柱 部 に 取 付 け る 棚 板 も 連 続 し て 配 置 す る こ と が で き る の で 一 体 感 の あ
る 外 観 を 展 開 の 如 何 に よ っ て も 保 有 さ せ る こ と が で き る 。
　 さ ら に 、 上 下 に ず れ て 柱 部 材 と バ ッ ク パ ネ ル と を 連 結 す る こ と も 可 能 で あ る か ら 、 階 段
壁 な ど の 傾 斜 し た 壁 面 に 沿 っ て 設 置 す る 場 合 に そ の 傾 斜 に 合 わ せ バ ッ ク パ ネ ル を 階 段 状 に
展 開 す る こ と も 可 能 で あ る 。
　 つ ま り 設 置 場 所 の 制 約 や 陳 列 デ ザ イ ン に 合 わ せ 左 右 上 下 に 自 由 に 展 開 で き な が ら そ の 一
体 感 を 損 な わ な い 什 器 を 提 供 で き る よ う に な っ た 。
　 さ ら に 、 支 柱 部 の 背 面 と 側 面 の 双 方 に 沿 う フ ラ ン ジ 部 を 用 い る こ と に よ り 、 柱 部 材 と バ
ッ ク パ ネ ル と の 相 対 的 な 位 置 あ わ せ が 容 易 に な り 組 立 作 業 が 容 易 に な る ば か り で な く 、 接
合 後 は 、 柱 部 材 と バ ッ ク パ ネ ル の 強 度 を 補 強 す る の で 、 柱 部 材 と バ ッ ク パ ネ ル を 上 下 に ず
ら せ て も 著 し く 強 度 を 劣 化 す る こ と が な く な っ た 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 さ ら に 、 前 記 バ ッ ク パ ネ ル の 幅 を 建 築 物 の 壁 面 基 準 幅 寸 法 の 略 整 数 分 の １ に 設 定 し て お
く こ と に よ り 、 同 じ 大 き さ の バ ッ ク パ ネ ル と 柱 部 材 の み で ほ と ん ど の 設 置 場 所 に 対 応 す る
こ と が 出 来 る よ う に な っ た 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 ま た 、 バ ッ ク パ ネ ル の 支 柱 部 側 面 へ の 当 接 面 間 隔 と 同 じ 幅 を 持 ち 、 左 右 に 前 記 脚 部 の 取
付 け 用 孔 に 適 合 す る 取 付 孔 を 有 す る 左 右 対 称 形 の 脚 部 連 結 具 を 用 い れ ば 、 脚 部 の 連 結 強 度
を 増 す こ と が で き 、 重 量 の あ る 商 品 を 陳 列 す る に 当 た り 十 分 な 強 度 を 保 有 さ せ る こ と が で
き た 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 そ し て 、 左 右 側 面 に 取 付 孔 が 形 成 さ れ て い る と 共 に 、 前 記 支 柱 部 に 接 合 し た 状 態 で 、 そ
の 最 下 端 の 取 付 孔 と 支 柱 部 の 最 上 端 の 取 付 孔 と の 上 下 間 隔 が 支 柱 部 の 取 付 孔 間 隔 と 同 じ と
な る よ う に 設 定 し て あ る 延 長 用 支 柱 部 を 支 柱 部 上 端 に 接 合 す る こ と に よ り 、 さ ら に 高 い 位
置 ま で バ ッ ク パ ネ ル を 位 置 さ せ 、 設 置 場 所 や 陳 列 デ ザ イ ン へ の 対 応 自 由 度 を 一 層 増 大 さ せ
る こ と が 出 来 た 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ １ ０ 】
　 以 下 に 、 本 発 明 の 最 良 の 実 施 形 態 を 例 示 す る が 、 本 発 明 は こ れ に よ っ て 限 定 さ れ る も の
で は な い 。
【 実 施 例 １ 】
【 ０ ０ １ １ 】
　 柱 部 材 は い ず れ も 角 筒 よ り な る 支 柱 部 （ １ ） と 脚 部 （ ２ ） に よ り 構 成 さ れ て い る 。
　 前 記 支 柱 部 （ １ ） の 前 面 に は 棚 板 （ 図 外 ） を 掛 け 止 め す る 棚 板 用 孔 （ １ ｂ ） が 左 右 ２ 列
に 上 下 に 一 定 間 隔 で 多 数 形 成 さ れ て い る 。
　 ま た 左 右 側 面 に は 一 定 の 上 下 間 隔 （ Ｈ ） を も っ て ３ 個 以 上 の 取 付 孔 （ １ ａ ） が 左 右 同 じ
高 さ で 設 け て あ る 。 な お こ の 取 付 孔 （ １ ａ ） は 、 ネ ジ が 形 成 し て あ り 取 付 用 ボ ル ト （ ６ ）

10

20

30

40

50

(3) JP 2006-187367 A 2006.7.20



が 螺 合 で き る よ う に し て あ る 。 （ １ ｃ ） は 上 端 を 閉 止 す る キ ャ ッ プ で あ っ て 、 取 外 し が 可
能 で あ る 。
　 前 記 脚 部 （ ２ ） の 左 右 側 面 に は 前 記 取 付 ボ ル ト （ ６ ） と 螺 合 す る ネ ジ 付 き 取 付 孔 （ ２ ａ
） が 同 じ 配 置 で 設 け て あ る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 バ ッ ク パ ネ ル （ ３ ） は 、 パ ネ ル 本 体 （ ３ ｂ ） と 左 右 の フ ラ ン ジ 部 （ ３ ａ ） と に よ り 構 成
さ れ て い る 。 パ ネ ル 本 体 （ ３ ｂ ） は 、 矩 形 の フ レ ー ム に 横 桟 が 一 定 間 隔 で 多 数 配 置 さ れ た
も の で 、 当 該 横 桟 は 、 商 品 陳 列 用 の 各 種 器 具 や 表 示 カ ー ド な ど を 取 り 付 け る た め の も の で
あ る 。
　 前 記 フ ラ ン ジ 部 （ ３ ａ ） は 、 前 記 支 柱 部 （ １ ） の 側 面 と 背 面 の 双 方 に 沿 う Ｌ の 字 状 の ア
ン グ ル 材 に よ り 構 成 さ れ て い る 。
　 そ し て 支 柱 部 （ １ ） の 背 面 に 対 応 す る リ ブ 部 （ ３ ａ ’ ） の 幅 （ Ｗ １ ） は 、 前 記 支 柱 部 （
１ ） の 幅 （ Ｗ ） の 半 分 よ り 少 々 小 さ め に し て あ る 。
　 こ の よ う に し て 、 １ 本 の 支 柱 部 （ １ ） の 左 右 両 側 に バ ッ ク パ ネ ル （ ３ ） を 取 付 け て も 、
相 互 の フ ラ ン ジ 部 が 干 渉 し な い よ う に し て あ る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 前 記 フ ラ ン ジ 部 （ ３ ａ ） に は 、 前 記 支 柱 部 （ １ ） に 設 け た 取 付 孔 （ １ ａ ） の 上 下 間 隔 （
Ｈ ） と 同 じ 間 隔 （ Ｈ １ ） を も っ て 取 付 孔 （ ３ ｄ ） が ３ 個 以 上 、 全 長 に わ た っ て 設 け て あ る
。
　 こ の 取 付 孔 （ ３ ｄ ） は 取 付 ボ ル ト （ ６ ） の ネ ジ 部 を 通 過 さ せ る も の で 、 そ の 頭 に よ り 支
柱 部 （ １ ） に 押 さ え つ け 固 定 さ れ る よ う に な っ て い る 。
　 こ の よ う に 構 成 し た ２ 本 の フ ラ ン ジ 部 （ ３ ａ ） を 前 記 パ ネ ル 本 体 （ ３ ｂ ） の 左 右 両 側 に
支 柱 部 （ １ ） へ の 当 接 面 を 外 側 に 向 け 、 リ ブ 部 （ ３ ａ ’ ） を 背 面 に し て 連 結 具 （ ３ ｃ ） に
よ り 一 体 固 定 し て あ る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 （ ４ ） は 脚 部 連 結 具 で あ っ て 、 剛 性 の 高 い 金 属 を Ｕ の 字 状 に 形 成 し た も の で 、 そ の 両 側
辺 に は 、 前 記 脚 部 （ ２ ） の 取 付 孔 （ ２ ａ ） に 対 応 す る 箇 所 に 取 付 孔 （ ４ ａ ） が 形 成 し て あ
る 。 こ の 取 付 孔 （ ４ ｄ ） は 取 付 ボ ル ト （ ６ ） の ネ ジ 部 を 通 過 さ せ る も の で 、 そ の 頭 に よ り
脚 部 （ ４ ） に 押 さ え つ け 固 定 さ れ る よ う に な っ て い る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 以 上 の よ う に 構 成 す る こ と で 、 図 ２ に 示 す よ う に 、 左 右 及 び 上 下 に 展 開 で き る よ う に な
っ た 。 取 付 孔 （ １ ａ ） （ ３ ｄ ） の 上 下 間 隔 （ Ｈ ） （ Ｈ １ ） 及 び バ ッ ク パ ネ ル （ ３ ） の 横 幅
に よ り 展 開 の 精 度 は 異 な る が 、 （ Ｈ ） （ Ｈ １ ） に つ い て は １ ５ ｃ ｍ 間 隔 、 バ ッ ク パ ネ ル （
３ ） の 横 幅 は ３ ０ ｃ ｍ 程 度 が 、 建 築 上 の 壁 面 寸 法 単 位 と 商 品 陳 列 デ ザ イ ン の 多 く に 適 合 で
き る 寸 法 で あ る 。
【 実 施 例 ２ 】
【 ０ ０ １ ６ 】
　 本 実 施 例 は 、 支 柱 部 （ １ ） を 上 方 に 延 長 す る 延 長 用 支 柱 部 材 （ ５ ） に つ い て 例 示 す る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 当 該 延 長 用 支 柱 部 材 （ ５ ） は 、 前 記 支 柱 部 （ １ ） を 構 成 す る 角 筒 材 と 同 じ 断 面 の 材 料 を
用 い た 角 筒 状 で あ る 。 そ の 下 端 に は 前 記 支 柱 部 （ １ ） の 上 端 に 嵌 り 込 む 角 筒 状 の 接 合 パ イ
プ （ ５ ｂ ） の 上 部 が 嵌 合 固 定 さ れ て い る 。
　 前 面 に は 前 記 支 柱 部 （ １ ） に 設 け た 棚 板 用 孔 （ １ ｂ ） と 同 様 な 棚 板 用 孔 （ ５ ｃ ） が 設 け
て あ る 。 ま た 左 右 両 側 面 に は 取 付 ボ ル ト （ ６ ） 用 の ネ ジ 付 き 取 付 孔 （ ５ ａ ） が 前 記 支 柱 部
（ １ ） の 取 付 孔 （ １ ａ ） の 間 隔 （ Ｈ ） と 同 じ 間 隔 （ Ｈ ２ ） を も っ て 複 数 形 成 し て あ る 。
　 そ の 取 付 孔 （ ５ ａ ） の 内 最 下 端 に あ る も の は 、 前 記 支 柱 部 （ １ ） に 接 合 し た 状 態 で そ の
最 上 部 に あ る 取 付 孔 （ １ ａ ） と の 間 隔 （ Ｈ ３ ） が 前 記 間 隔 （ Ｈ ） と 同 じ に な る 位 置 に 形 成
し て あ る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 こ の よ う に し て 、 当 該 延 長 用 支 柱 部 材 （ ５ ） を 支 柱 部 （ １ ） に 接 合 し て も 、 延 長 し て い

10

20

30

40

50

(4) JP 2006-187367 A 2006.7.20



な い 場 合 と 同 様 に バ ッ ク パ ネ ル （ ３ ） を 上 下 に 展 開 で き る よ う に し て あ る 。
【 実 施 例 ３ 】
【 ０ ０ １ ９ 】
　 本 実 施 例 は 、 支 柱 部 （ １ ０ ） を 円 柱 状 に し た 例 を 示 す 。
　 支 柱 部 （ １ ０ ） は 円 筒 状 の 鋼 管 を 使 用 し て あ る 。
　 前 記 支 柱 部 （ １ ０ ） の 前 面 に は 棚 板 （ 図 外 ） を 掛 け 止 め す る 棚 板 用 孔 （ １ ０ ｂ ） が 左 右
２ 列 に 上 下 に 一 定 間 隔 で 多 数 形 成 さ れ て い る 。
　 ま た 左 右 側 面 中 央 に は 一 定 の 上 下 間 隔 （ Ｈ ０ ） を も っ て ３ 個 以 上 の 取 付 孔 （ １ ０ ａ ） が
左 右 同 じ 高 さ で 設 け て あ る 。 な お こ の 取 付 孔 （ １ ０ ａ ） は 、 ネ ジ が 形 成 し て あ り 取 付 用 ボ
ル ト （ ６ ） が 螺 合 で き る よ う に し て あ る 。 （ １ ０ ｃ ） は 上 端 を 閉 止 す る キ ャ ッ プ で あ っ て
、 取 外 し が 可 能 で あ る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 バ ッ ク パ ネ ル （ ３ ０ ） は 、 パ ネ ル 本 体 （ ３ ０ ｂ ） と 左 右 の フ ラ ン ジ 部 （ ３ ０ ａ ） と に よ
り 構 成 さ れ て い る 。 パ ネ ル 本 体 （ ３ ０ ｂ ） は 、 前 記 実 施 例 １ の パ ネ ル 本 体 （ ３ ｂ ） と 同 様
な の で 説 明 を 省 略 す る 。
　 前 記 フ ラ ン ジ 部 （ ３ ０ ａ ） は 、 前 記 支 柱 部 （ １ ０ ） の 側 面 と 背 面 の 双 方 に 沿 う 円 弧 状 の
ア ン グ ル 材 に よ り 構 成 さ れ て い る 。
　 そ し て 支 柱 部 （ １ ０ ） の 背 面 に 対 応 す る リ ブ 部 （ ３ ０ ａ ’ ） の 幅 （ Ｗ ０ １ ） は 、 前 記 支
柱 部 （ １ ０ ） の 幅 （ Ｗ ０ ） の 半 分 よ り 少 々 小 さ め に し て あ る 。
　 こ の よ う に し て 、 １ 本 の 支 柱 部 （ １ ０ ） の 左 右 両 側 に バ ッ ク パ ネ ル （ ３ ０ ） を 取 付 け て
も 、 相 互 の フ ラ ン ジ 部 が 干 渉 し な い よ う に し て あ る 。
【 実 施 例 ４ 】
【 ０ ０ ２ １ 】
　 本 実 施 例 は 、 支 柱 部 （ １ ０ ） を 上 方 に 延 長 す る 延 長 用 支 柱 部 材 （ ５ ０ ） に つ い て 例 示 す
る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 当 該 延 長 用 支 柱 部 材 （ ５ ０ ） は 、 前 記 支 柱 部 （ １ ０ ） を 構 成 す る 円 筒 材 と 同 じ 断 面 の 材
料 を 用 い た 円 筒 状 で あ る 。 そ の 下 端 に は 前 記 支 柱 部 （ １ ０ ） の 上 端 に 嵌 り 込 む 円 筒 状 の 接
合 パ イ プ （ ５ ０ ｂ ） の 上 部 が 嵌 合 固 定 さ れ て い る 。
　 前 面 に は 前 記 支 柱 部 （ １ ０ ） に 設 け た 棚 板 用 孔 （ １ ０ ｂ ） と 同 様 な 棚 板 用 孔 （ ５ ０ ｃ ）
が 設 け て あ る 。 ま た 左 右 両 側 面 に は 取 付 ボ ル ト （ ６ ） 用 の ネ ジ 付 き 取 付 孔 （ ５ ０ ａ ） が 前
記 支 柱 部 （ １ ０ ） の 取 付 孔 （ １ ０ ａ ） の 間 隔 （ Ｈ ０ ） と 同 じ 間 隔 （ Ｈ ０ ２ ） を も っ て 複 数
形 成 し て あ る 。
　 そ の 取 付 孔 （ ５ ０ ａ ） の 内 最 下 端 に あ る も の は 、 前 記 支 柱 部 （ １ ０ ） に 接 合 し た 状 態 で
そ の 最 上 部 に あ る 取 付 孔 （ １ ０ ａ ） と の 間 隔 （ Ｈ ０ ３ ） が 前 記 間 隔 （ Ｈ ０ ） と 同 じ に な る
位 置 に 形 成 し て あ る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 こ の よ う に し て 、 当 該 延 長 用 支 住 部 材 （ ５ ０ ） を 支 柱 部 （ １ ０ ） に 接 合 し て も 、 延 長 し
て い な い 場 合 と 同 様 に バ ッ ク パ ネ ル （ ３ ０ ） を 上 下 に 展 開 で き る よ う に し て あ る 。
【 産 業 上 の 利 用 可 能 性 】
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 本 発 明 は 、 設 置 場 所 固 有 の 大 き さ や 陳 列 デ ザ イ ン の 要 求 に 対 し 、 左 右 の み な ら ず 上 下 に
も 展 開 し て こ れ ら に 適 合 し な が ら 一 体 感 を 保 有 で き る 什 器 ユ ニ ッ ト で 、 店 舗 装 飾 の 業 界 に
お い て 広 く 要 求 さ れ て い る 自 由 度 の 高 い 什 器 を 提 供 し え る よ う に な っ た 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ２ ５ 】
【 図 １ 】 　 実 施 例 １ を 示 す 分 解 斜 視 図
【 図 ２ 】 　 実 施 例 １ を 用 い て 上 下 左 右 に 展 開 し た 什 器 の 一 例 を 示 す 正 面 図
【 図 ３ 】 　 実 施 例 ２ を 示 す 斜 視 図
【 図 ４ 】 　 実 施 例 ３ の 要 部 を 示 す 分 解 斜 視 図
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【 図 ５ 】 　 実 施 例 ４ を 示 す 斜 視 図
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ２ ６ 】
（ １ ） （ １ ０ ） 　 支 柱 部
（ １ ａ ） （ １ ０ ａ ） （ ２ ａ ） （ ５ ａ ） （ ５ ０ ａ ） 　 取 付 孔 （ ネ ジ 付 き ）
（ ２ ） 　 脚 部
（ ３ ） （ ３ ０ ） 　 バ ッ ク パ ネ ル
（ ４ ） 　 脚 部 連 結 具
（ ３ ｄ ） （ ３ ０ ｄ ） （ ４ ａ ） 　 取 付 孔
（ １ ｂ ） （ ５ ｃ ） （ １ ０ ｂ ） （ ５ ０ ｃ ） 　 棚 板 用 孔
（ ３ ａ ） （ ３ ０ ａ ） 　 フ ラ ン ジ 部
（ ３ ａ ’ ） （ ３ ０ ａ ’ ） 　 リ ブ 部
（ ３ ｂ ） 　 （ ３ ０ ｂ ） 　 パ ネ ル 本 体
（ Ｈ ） （ Ｈ ０ ） （ Ｈ １ ） （ Ｈ ０ １ ） （ Ｈ ２ ） （ Ｈ ０ ２ ） 　 取 付 孔 の 上 下 間 隔
（ Ｈ ３ ） （ Ｈ ０ ３ ） 　 延 長 用 支 柱 部 材 の 最 下 端 の 取 付 孔 と 支 柱 部 の 最 上 端 の 取 付 孔 と の 上
下 間 隔
（ Ｗ ） （ Ｗ ０ ） 　 支 柱 部 の 幅
（ Ｗ １ ） （ Ｗ ０ １ ） 　 リ ブ 部 の 突 出 長 さ
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【 図 ３ 】 【 図 ４ 】

【 図 ５ 】
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